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国営吉野ヶ里歴史公園は、我が国固有の優れた文化的資産であり、平成 3 年 5

月に国の特別史跡に指定された吉野ヶ里遺跡の保存と活用を図るため、都市公園

法第 2 条第 1 項第 2 号ロの規定に基づき平成 4 年 10 月の閣議決定を受け事業

化された、計画面積約 54ha の国営公園です。さらに、遺跡の環境保全と歴史公

園としての機能の充実を図るため、佐賀県立公園約 63ha と一体となった、総面

積約 117ha の吉野ヶ里歴史公園として整備しています。なお、現在までの開園

区域及び計画区域を４つのゾーンに区分し、「入口ゾーン」「環壕集落ゾーン」

「古代の原ゾーン」「古代の森ゾーン」としてそれぞれ整備しています。 

 

 

 

＜位置図＞ 

＜ゾーニング図＞ 

１．全体計画及び開園状況等 

（１）全体計画 
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【供用区域及び主な施設】 

 

 

 

 

 

 

 

○ 整備にあたっては、本物へのこだわりと、適切な施設の復元やわかりやすい手

触りの展示等を通じて、弥生時代を体感できる場を創出するとともに、佐賀県

立公園区域に設置が予定されている博物館との連携等により、日本はもとより

世界へ向けた歴史文化の情報発信拠点を目指しています。 

 

○ 区域の大半（約 50ha）が特別史跡区域を含む史跡指定地であることから、

遺構面が傷つかないように保存盛土等の処置を講じた上で弥生時代の環壕集

落を復元し、「弥生人の声が聞こえる」という基本テーマにふさわしい公園整

備を進めています。 

 

古代の原ゾーン： 

祭りの広場等 

 

入 口 ゾ ー ン： 

歴史公園センター、駐車場（大

型）等 

環壕集落ゾーン： 

環壕入口広場、北内郭、中のムラ、南内

郭、倉と市、環壕南広場（南のムラ）、北

墳丘墓等 

 

0 200m 
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国営吉野ヶ里歴史公園が位置する地域は、昭和 56 年に工業団地計画が持ち上

がり、昭和 61 年から大規模な発掘調査が開始されました。平成 3 年 5 月に吉野

ヶ里遺跡が国の特別史跡に指定されたことを契機に、官民一体となった取り組み

が強力に推し進められた結果、平成 4 年 10 月の閣議決定を受け事業化され、平

成 5 年 3 月に都市公園として都市計画決定、同年 5 月に基本計画の策定、平成 6

年 3 月に事業承認、平成 7 年 11 月より整備が進められています。 

 

昭和56年 工業団地の検討着手  

昭和61年 文化財の発掘調査開始  

平成3年 吉野ヶ里遺跡が特別史跡に指定 22ha 

平成4年 閣議決定  

平成5年 都市計画決定  

平成7年 工事着手  

平成13年 歴史公園センター、北内郭、南内郭等 16ha 

平成14年 環壕入口広場の一部  1ha 

平成15年 環壕南広場（南のムラ）外周園路  2ha 

平成17年 祭りの広場  7ha 

平成18年 南内郭広場の一部  1ha 

平成19年 環壕南広場（南のムラ）、北墳丘墓 11ha 

      供用面積 計 38ha 

 

 

 

開園した平成 13 年度の年間入園者数は約 68 万人でしたが、オープン効果の

希薄化や北部九州観光の低迷等により入園者数は年々減少していました。 

しかし、平成 17 年度に利用促進行動計画を策定し、福岡都市圏への重点的な

広報活動、効果的な媒体を活用した広報、イベントの充実などを実施した結果、

増加に転じ、平成 18 年度は前年度より 10 万人増の約 57 万人、平成１９年度

も６万人増の約６３万人となっています。 

なお、開園から平成１９年度末までの入園者累計は３８３万人となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）利用の状況 

（２）開園の状況 
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   日本最大級の弥生時代の環壕集落跡である吉野ヶ里遺跡の大切さを後世に伝

えるために、当公園の基本テーマ「弥生人の声が聞こえる」を実践しながら、地

球温暖化対策、高齢者・障害者等の快適な利用への配慮、低迷する地域経済への

対策等の社会的要請にも積極的に応えていくために、下記の今後５年間の重点事

項を定めました。 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   ※本整備プログラムでは、ユニバーサルデザインを年齢や障害の有無にかかわらず全ての人が利用しやすい物や施

設の設計の考え方という意味で使用しており、バリアフリーもこの中に含むものとしました。 

 

２．平成２４年度までの整備及び管理運営の方針等 

（１）今後５年間の整備・管理運営の重点事項

 

○ 国の特別史跡や県の史跡に指定されている吉野ヶ里遺跡を適切に 

 保存するとともに、弥生時代の植生に基づき、豊かな森を再現し、 

広く弥生時代の景観を感じさせるとともに地球温暖化対策にもつな 

がる緑化を図ります。 

 

○ 園内の移動や施設利用等においてユニバーサルデザイン（※）を推進し、

全ての利用者が安全で快適に楽しめる公園を目指します。 

 

○ 歴史公園にふさわしく、周辺地域の歴史的・文化的資産との連携を 

図り、広域観光の拠点として、まちづくりの核として地域振興の一翼 

を担う公園を目指します。 

 

○ 復元された環壕集落施設等を活用した演出や体験プログラムの充実 

を図り、体験等を通じて歴史・環境など、弥生時代を感じる歴史の 

ロマンあふれる魅力ある公園を目指します。 

吉野ヶ里の遺跡の保存を通じての本物のこだわりと、適切な復元やわかり易

い手触りの展示などの遺跡の活用を通じて、弥生時代を体感できる場を創出

します。 

【５年間の整備・管理運営重点事項】

【吉野ヶ里歴史公園の役割】
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    弥生時代の景観を感じさせるとともに地球温暖化対策にもつながる整備や、

高齢者や障害者など、すべての人が快適に利用できるためのユニバーサルデザ

インを推進します。 

    

 

    古代の森ゾーンは、花粉種子分析などの調査結果をもとに、弥生時代の樹林

を推定し、当時の森の再現を図り、森と人との関わりや自然界における動植物

を含む森の役割などを楽しく学べる場として整備します。森の再現にあたって

は、当時の森の姿に近い近隣の山間部にあるダム水没予定地から、樹木と共に

野草や土中の生き物を含んだ土壌ごと森を移植する新しい技術を活用しなが

ら進めていきます。再現された森においては、観察や散策、環境学習、市民に

よる森づくり等を行い、その拠点となる「古代植物館（仮称）」についても整

備します。 

    更に、「古代の森」の中に６００ｍもの長さに渡って存在する甕棺墓列（甕

の棺桶の墓地）の一部復元に着手します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）整備方針 

○弥生時代の豊かな森の再現とユニバーサルデザインの推進 

・弥生時代の豊かな森の再現（古代の森ゾーン）

【５年間の整備目標】 

 ・「古代植物館(仮称)」と「古代の森の一部」を平成 24 年度に開園しま

す。 

 ・「甕棺墓列」の復元整備に着手します。 

<甕棺墓列> 

幅２～３m・長さ６００m わたっ

て、２列に埋葬された甕棺墓古代植物館（仮称） 

（古代の森イメージ）  

<甕棺墓> 

古代の人を埋葬した墓
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   高齢者・障害者対策として、復元された高床倉庫や竪穴住居などに、車いす昇    

降装置やスロープの設置、トイレ内の音声案内装置、また解説板の多言語化など    

の対策を実施していますが、国の特別史跡、佐賀県の史跡に指定されていること    

から、遺跡の保存や歴史的景観の保全を図るため、様々な制約が課せられていま    

す。「高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」を踏まえ、全て

の利用者が安全で快適に楽しめるように、また歴史的な景観へ配慮しながら園

路、広場、案内表示、解説板等の園内施設のバリアフリー及びユニバーサルデザ

インを推進していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<車いす昇降装置> 

車いすの方でも復元建物の内部を見

学できるよう、昇降装置を設置した例

 

<トイレの音声案内> 

視覚に障害のある方でもトイレを利用し

やすいように音声案内装置を設置した例

<解説板の多言語化> 

海外からの観光客向けに

日本語、英語、韓国語、中

国語の４カ国語により表記

した解説板の例 

・ユニバーサルデザインの推進

【５年間の整備目標】 

 ・歴史的景観の保全と利用者の安全・快適な利用を両立させるユニバー

サルデザインを推進します。 

センサー式 
音声ガイド 
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我が国の歴史についての理解を深めてもらえるよう、吉野ヶ里遺跡の価値や

魅力、復元された環壕集落施設や体験プログラム等を活かし、弥生時代を感じ

ることの出来る柔軟な管理運営を目指します。 

特に、地域振興の一翼を担うべく、地元自治体や市民団体、地域のボランテ

ィア及び周辺の歴史的・文化的資産や観光施設とも連携を図り、地域の活性化

に貢献できる公園を目指します。 

 

 

 

復元建物が建ち並ぶ空間を活用し、宿泊体験や農耕体験、自然観察、勾玉

づくりなどの体験プログラムや、弥生時代の人々の暮らしぶりを再現するイ

ベントの充実を図ります。 

また、より鮮明に弥生時代に生きた人々の暮らしをイメージできるよう、

地域の野生草花による修景で当時の風景を創出するなど、吉野ヶ里らしさの

演出の充実を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
<宿泊体験> <勾玉づくり> 

（３）管理運営方針 

○「吉野ヶ里らしさ」の充実と地域連携の強化 

・吉野ヶ里らしさの演出 

【５年間の管理目標】 

 ・遺跡を活用した体験プログラムの充実等により、吉野ヶ里らしさを一

層演出し、弥生時代の文化を広く後世に伝承します。 

【５年間の数値目標】 

・公園の年間利用者数 

     ６３万人（Ｈ１９） → 約７４万人（Ｈ２４） 

・体験プログラム参加人数 

７．２万人（Ｈ１９） → 約１０万人（Ｈ２４） 
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公園周辺地域には縄文時代から近代に至る各時代の歴史的・文化的資産とそ

れらをとりまく美しい自然環境が存在していることから、これらの資産と連携

する方策の具体化を推進して地域活性化を図り、更に外国人観光客の誘致を目

的に海外等との連携、交流を強化して、歴史公園としての魅力の充実・向上に

努めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地元自治体や佐賀県の観光拠点、市民団体等との連携・交流を強化し、地

元と一体となった観光誘致活動や地元の産品を使用した弁当等の紹介、地元

主催の地域イベントを積極的に公園に誘致して全国からの集客を図るなど、

歴史公園を核とする地域の活性化を図り、地域振興の一翼を担う公園を目指

します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

<周辺の歴史的資産の例（肥前国庁跡(国史跡)> <外国人観光客誘致の例（ソウルでの吉野ヶ里展）>

<地元主催イベントの例（GW イベント）> 

・歴史・文化ネットワークの構築

【５年間の管理目標】 

 ・周辺の歴史資源との連携強化により各施設の相乗的な魅力向上を図

り、国内外からの観光客の誘致を推進します。 

【数値目標】 

・年間外国人観光客数 ３，１１０人（Ｈ１９） → 約 １万人（Ｈ２４） 

・地域との連携

【５年間の管理目標】 

 ・地域経済の活性化に貢献し、

地域振興の一翼を担います。 

【数値目標】 

・地元主催ｲﾍﾞﾝﾄ参加人数 

５．８万人（Ｈ１９） 

→ 約 ８万人（Ｈ２４） 
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地域の方々に愛される公園となるために、実際に参加、体験しながら楽し

む公園利用を進め、ボランティア等と連携して共に考え、行動し、これまで

以上に利用者のニーズを反映した柔軟できめ細かな管理運営を目指します。

また、ボランティアの活動拠点等の充実も図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

費用対効果を考慮し、園内から排出される刈草や剪定枝などの堆肥化や園

路照明の光源を消費電力の少ない発光ダイオード（ＬＥＤ）への取り替えや、

太陽光発電などの再生可能エネルギーの採用や復元建物の計画的な屋根補修

による延命化などにより、引き続きコスト縮減に努めるとともに環境にも配

慮し、効果的・効率的な管理運営を進めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

<ボランティアによる体験プログラムの指導> <ボランティアガイド> 

棟覆造替

簡易補修

<屋根の計画的な補修による復元建物の延命化> 

・市民参加による開かれた公園づくり

【５年間の管理目標】 

 ・地域のボランティアとの連携を一層推進し、地域の方々に愛される公園を

目指します。 

【数値目標】 

・ボランティア人数 １４８人（Ｈ１９） → 約３００人（Ｈ２４） 

【５年間の管理目標】 

 ・一層の維持管理コストの縮減を図

り、効率的・効果的な管理運営を

進めます。 

【数値目標】 

・維持管理費のコスト縮減  

Ｈ１９ベースより  

６％縮減（Ｈ２４）

○コスト縮減 
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古代の森と古代植物館（仮称）の整備により、森と古代人との関わりや自然

界における動植物を含む森の役割などについて、森の中を散策して楽しみなが

ら、またいろいろな体験学習を通して、弥生時代の生活や自然環境について理

解を深めてもらえる場が提供できるようになります。 

さらに、古代の森の整備によって新たな森が形成されることにより、二酸化

炭素の吸収・貯留の効果が見込まれます。 

 

 

 

ユニバーサルデザインの推進により、様々な障害のためにこれまで当公園を

積極的に利用出来なかった方々などが、障害を気にすることなく、安心して、

弥生時代を体感することが出来るようになります。 

 

 

 

地域との連携を強化することにより、吉野ヶ里歴史公園及び周辺の歴史資源、

自然資源等の観光資源の魅力が一層向上し、地域振興、地域活性化効果が見込

まれます 

 

 

 

   遺跡を活用した様々な体験プログラムの充実等による吉野ヶ里らしさの一層

の演出により、吉野ヶ里遺跡の重要性や歴史・環境に対する理解を、楽しみなが

ら深めることができるようになります。 

 

 

 

◆ なお、本プログラムは、公園整備・管理を巡る社会情勢の変化、事業の進捗状況等を踏まえ、 適宜見直

しを行っていきます。 

 

 

（４）５年間の整備・管理運営によってもたらされる効果 

○弥生時代の森と人の関わりや自然環境について学べる場を提供できます 

○全ての利用者が安心して楽しめる公園になります 

○吉野ヶ里遺跡の魅力を楽しみながら知ってもらうことができます 

○地域の活性化に貢献できます 




